
　

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の

子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
と
質
の
向
上
を

進
め
、
子
育
て
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
平
成
24
年
８
月
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
が
平
成
27
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、新
し
く
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
教
育
・
保
育
内
容
が
大
き

く
異
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
３

つ
の
認
定
区
分
に
応
じ
て
、
申
し
込
み
方

法
及
び
施
設
の
利
用
先
が
決
ま
り
ま
す
。

■
新
制
度
に
お
け
る
保
育
料

　

現
行
の
負
担
水
準
や
保
護
者
の
所
得
に

応
じ
て
、
国
が
定
め
る
基
準
を
も
と
に
市

が
保
育
料
を
設
定
し
ま
す
。
施
設
に
よ
っ

て
は
、
保
育
料
と
は
別
に
実
費
負
担
や
上

乗
せ
の
利
用
料
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

※ 

新
制
度
に
移
行
し
な
い
幼
稚
園
（
薬
師

寺
幼
稚
園
、
第
二
薬
師
寺
幼
稚
園
、
石

橋
幼
稚
園
）
は
支
給
認
定
が
不
要
な
た

め
、利
用
手
続
き
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
施
設
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

子ども・子育て支援新制度が始まります

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

始
ま
り
ま
す

※３　下野市には、新制度に該当する私立幼稚園はありません。
　　　（詳しくは左記の市内保育園等一覧をご参照ください。）

■新制度による利用の流れ（下野市）

保護者の希望、施設の状況等に応じて市が利用
調整

市と保護者が契約
所得や保育の必要性の認定の
有無・利用時間などの区分ご
とに、市が保育料を決定。保
育料は市へ支払う。

市が保育の必要性、利用時間の認定（２号認定・
３号認定）

２号認定・３号認定に該当する場合

認定こども園へ入園
申込・支給認定申請

市へ入園申込・支給
認定申請

市が支給認定（１号認定）

園と保護者が直接契約
所得や保育の必要性の認定の有無・利用時間などの区分ごとに、
市が保育料を決定。保育料は園へ支払う。

園が入園内定（定員超過等の場合は面接等の選
考あり）

１号認定を希望する場合

私立幼稚園（※３） 認定こども園 保育園

希望する園を通じて入園申込・支給認定の申請

■認定区分と利用できる施設
認定区分 対象児 利用できる施設
１号認定 満３歳以上で、教育のみを希望する場合 幼稚園、認定こども園

（※１）
２号認定 満３歳以上で、保育園入園基準（保護者の就労等の「保育の必

要な事由」）に該当し、保育所等での保育を希望する場合
保育園、認定こども園

３号認定 満３歳未満で、保育園入園基準（保護者の就労等の「保育の必
要な事由」）に該当し、保育所等での保育を希望する場合

保育園、認定こども園、
地域型保育施設（※２）

※１　 幼稚園（満３歳以上の教育）と保育所（０～５歳の預かり）の機能や特徴をあわせもち、
地域の子育て支援も行う施設

※２　少人数を対象として０～２歳の児童を預かる施設で市の認可を受けたもの。
◆ この他、新制度に移行しない認可外保育施設などがあります。詳しくはこども福祉課ま
でご相談ください。
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